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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第５４号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □【道総研セミナー ｉｎ 十勝が開催されます】 

  

■トピックス 「モンゴル国におけるウランバートル市内のゲル集落の高性能 

        集合住宅化によるGHG削減プロジェクトの案件発掘調査」 

 

■研究紹介 「呼吸型ダイナミックインシュレーションの壁構造と省エネ評価 

       に関する研究（平成２４－２５年度一般共同研究）」 

 

■最近の研究所の動き 

 □【高校家庭科教員を対象とした住教育の講義を行いました】 

 □【木製サッシフォーラムが開催されました】 

 □１月の業務報告 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   イベントのお知らせ 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

■【第３回 道総研セミナー ｉｎ 十勝が開催されます】 

 



平成２６年３月に、「帯広市民大学連携講座 第３回道総研セミナー ｉｎ 

十勝 ～十勝のくらし・産業を科学する～」が開催されます。 

これは、道総研の研究で得た成果を皆様に知っていただき、十勝について科学 

の視点から学んでいただくことを目的に、道総研本部が開催するもので、北総 

研の研究員も講師として参加します。 

詳細が決まり次第、ホームページ等でお知らせする予定ですので、多くの方に 

ご来場いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

日 時：平成２６年３月１８日（火） 

 

場 所：とかちプラザ 

    帯広市西４条南１３丁目１番地 

 

（企画課 酒井） 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 トピックス 「モンゴル国におけるウランバートル市内のゲル集落の高性能 

        集合住宅化によるGHG削減プロジェクトの案件発掘調査」 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

現在ウランバートル市には、伝統的な移動式居住を捨て、都市周辺部のゲル地 

区に自作戸建住居を構える世帯が２０万弱あると言われています。 

こうした住宅での暖房用の石炭消費は、近年悪化する大気汚染の大きな原因と 

なっています。 

市では、こうした環境問題の改善に向け、戸建住宅群を集合住宅化する施策を 

推進しています。 

しかし、モンゴルにおける断熱気密技術は現状十分なものではないため、北海 

道が持つ断熱気密技術を導入することで環境負荷低減が期待できます。 

北総研は、現在のウランバートル住宅の断熱・換気技術上の問題点や改善すべ 

き事項を調査した上で、北海道の高断熱技術を導入することによるＧＨＧ（グ 

リーン・ハウス・ガス）削減効果を定量的に明らかにしています。 

こうした取り組みによって、日蒙間のカーボン・オフセット・クレジット構築、 

さらには高断熱技術のウランバートル市での普及が期待されます。 

 

（環境Ｇ 遠藤） 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 研究紹介「呼吸型ダイナミックインシュレーションの壁構造と省エネ評価 

      に関する研究（平成２４－２５年度一般共同研究）」 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

外壁などの建物外皮を構成する建材の中は、室内の熱がそこを通って外へ逃げ 

ていきますので、暖房時期の温度は外気よりも高くなっています。この中を通 

して、冬季の冷たい外気を室内に取り入れると、熱を受け取り、外気よりも温 

度が上昇して室内に入ってきます。つまり、建物外皮を通して室内から逃げる 



熱を、導入外気で室内に回収するのです。これが、ダイナミック・インシュレ 

ーション（以下、ＤＩ）です。さらに、蓄熱性と通気性のある建材を外壁に使 

用し、その外壁を通して、室内の空気を排出した後に外気を導入することを繰 

り返す呼吸型換気にすると、外壁が蓄熱型の熱交換器となり、換気排熱も回収 

することができます。これを呼吸型ＤＩと呼んでいます。外皮を高断熱化する 

ことによる省エネ化とは全く異なるSMART- ENVELOPE DESIGN技術です。 

 

実験建物に、通気型無機断熱コンクリート（ＢＩＣ）の外壁を持つ呼吸型ＤＩ 

システムを施工し、回収効果の実測を行いました。その結果、温度交換効率 

９０％程度、湿度交換効率５０％前後の熱交換換気装置を導入することに加え 

外皮の熱貫流率を１６％低減するのと同じ効果が得られました。 

 

このシステムは、全般換気用の壁面を貫通する給排気口が不要になることなど 

のメリットもあります。しかし、実用化に向けては、ＢＩＣ外壁の内外装の通 

気性をどう確保するか等々の検討すべき課題がまだ残っています。 

 

（環境Ｇ 村田） 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   最近の研究所の動き 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

■【高校家庭科教員を対象とした住教育の講義を行いました】 

 

１月１４日（火）から４日間北総研にて、北海道立教育研究所主催「平成２５ 

年度北海道高等学校産業教育実技講座（家庭）」が開催され、全道から７名の 

高校家庭科担当教諭が参加されました。そのうち、２日間の講師を居住科学部 

の松村主幹と馬場研究職員が担当しました。 

 

講義では、日本の住宅産業の動向、諸外国との住まいの比較、ライフステージ 

に合わせた住まい選びのポイントなどをお話ししました。また、結露が発生す 

るしくみや、建材による音の透過性の違いなどを実験を通して体験していただ 

きました。 

参加された先生方からは、「結露の実験をすぐにでも授業に取り入れたい」「 

“地域”単位で住まいをとらえていくことの重要性を感じた」「授業組み立て 

のヒントが得られた」などの感想をいただきました。 

 

少ない参加者の中でも、“住”の分野に対する知識や苦手意識に大きな差があ 

り、今後も我々建築分野の専門家からの住教育に関わる支援が必要だと実感し 

ました。  

 

（居住科学Ｇ 馬場）  

 

■【木製サッシフォーラムが開催されました】 

 



２月７日（金）に旭川市大雪クリスタルホールにおいて、「２０１４木製サッ 

シフォーラム」を道総研林産試験場及び北海道木製窓協会との共催で開催しま 

した。 

今回のフォーラムは、「サッシのこれから」と題し、住宅のエネルギー化を含 

めて、これからの住宅におけるサッシのあり方について考えていくこととしま 

した。 

第１部では、林産試験場及び北方建築総合研究所の研究員と山本亜耕建築設計 

事務所山本所長より「木製サッシの提案」、「木製サッシのエネルギー性能と 

魅力の向上に向けて」、「住まいにおける窓の役割」、「道産材と木製サッシ」 

の４本の講演を行いました。 

第２部では、講演した講師の方と参加者とで意見交換会を行いました。 

当日は８４名の方がご来場され、第２部の意見交換会でも積極的なご意見・ご 

質問をいただきました。 

今後も、当所の研究成果等の情報提供を行うこのような機会を積極的に設けて 

いきたいと思います。 

 

（企画課 酒井） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【１月の業務報告】 

 

平成２６年１月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ８件（累計１３１件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ５件 

人数   ３３名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   １０件（累計１４９件） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】 

 

□１月の判定業務  

受付   ３０件（３６棟）  

結果通知 ２７件（３２棟）  

 

１月の判定依頼は、工場など生産系施設５件、倉庫など物流計施設２件、住居 

系施設（サービス付き高齢者住居など含む）１３件、店舗等３件その他でした。 

 



総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は５２．８日（前月と 

概ね同じ）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均日 

数は１１．６日（前月比約＋１日）でした。 

 

１月単月の依頼件数は概ね例年通りの依頼数となっています。今年度１２月ま 

での判定依頼件数は上期に依頼数が多かった事から例年比２割程度多い状況で 

す。 

総判定日数は前月と概ね同じ日数になっていますが、これも前月同様に長期化 

していた案件に対して適合通知が多く発せられたことと、今年度は年末・年始 

による休日が暦の関係で長かったことが主要因です。 

また、最近の傾向として並行審査による依頼の場合、適合と判断できる状態に 

なってから建築主事等より追加資料として補正および修正資料が判定センター 

に提出されるまでの期間が非常に長期化しています。 

判定センターでは判定期間の短縮に鋭意努めておりますが、引き続き皆様のご 

協力をお願いします。              

 

（構造判定Ｇ 渡邊）  

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【編集後記】 

 

このたび、新たな広報の試みとして、報道の方限定ではありますが、風洞実験 

の公開を行いました。 

実験では雪を模した粉を建築模型に吹き付け、吹きだまりや屋根の積雪状況を 

再現するもので、建物を建てる前にこのようなシミュレーション実験を行うこ 

とにより、設計段階から雪に対する対策を行うことが重要であることを伝える 

とともに、それを当所の実験設備で検証できることを紹介するものです。 

今回の実験は当所でできる実験の一例に過ぎませんので、これからも、より多 

くの方に‘北総研’を知って頂けるような取組ができたらと考えています。 

 

（企画課 細谷） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 



■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


